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豪ドルの対円推移（過去１年） 豪ドルの対円推移（過去1週間）

3年国債利回りの推移（過去１年） 3年国債利回りの推移（過去1週間）

（注）左グラフは2019年7月31日～2020年7月31日、右グラフは2020年7月24日～2020年7月31日。

（出所）リフィニティブのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成
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（注）左グラフは2019年7月31日～2020年7月31日、右グラフは2020年7月24日～2020年7月31日。

（出所）リフィニティブのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成
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2020/8/4

先週の豪州3年国債利回りは、若干低下しました。
週前半は米中対立懸念がくすぶりましたが、米国の追加景気対策期待などから利回りはゆるやかに上昇しました。週後半は米国の景

気対策協議の難航に対する懸念などを背景に利回りは低下しました。週間を通してみると豪州3年国債利回りは低下（国債価格は上
昇）しました。
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先週の豪ドルの対円レートは、上昇しました。
週初は、米中対立に対する懸念が継続していましたが、豪ドルの対円レートはほぼ横ばいで推移しました。また、週半ばに公表された豪

CPIの伸びの鈍化に対する反応も限定的なものに留まりました。週後半は日本における新型コロナ感染者再拡大を懸念した円売りの動
きが見られたことから、週間で見ると豪ドルの対円レートは上昇しました。
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株式指数の推移（過去１年） 株式指数の推移（過去1週間）

リート指数の推移（過去１年） リート指数の推移（過去1週間）

（注）左グラフは2019年7月31日～2020年7月31日、右グラフは2020年7月24日～2020年7月31日。

         リート指数は、S&PオーストラリアREIT指数（配当込み、現地通貨ベース）。

（出所）FactSetのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成
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（注）左グラフは2019年7月31日～2020年7月31日、右グラフは2020年7月24日～2020年7月31日。

         株式指数は、MSCIオーストラリア指数（配当込み、現地通貨ベース）。

（出所）FactSetのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成
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先週の豪州株式は、下落して引けました。
週の前半は、米国の景気対策期待などを背景に堅調に推移しました。その後は、米国2QGDP前期比年率が過去最大の落ち込みと

なり、新型コロナ感染再拡大に対する懸念も続いていることなどから下落に転じ、週間では下落となりました。

先週の豪州リート指数は、低下しました。
週初は米国の追加景気対策などを受け上昇して始まりましたが、新型コロナ感染が再拡大していることなどを背景に低下に転じました。

その後も週後半公表の豪州住宅許可件数が軟調だったことなども背景に低下基調が継続し、週間でも低下となりました。


